
2024 年 08 月 25 日 
午前 10 時 30 分 

 

聖霊降臨節第 15 主日                No. 34 
 

主日礼拝 

 

前奏 「日にして光なるキリスト」(G.ベーム) 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「起きよ、光を放て。 

あなたを照らす光は昇り 

主の栄光はあなたの上に輝く。 

見よ、闇は地を覆い 

暗黒が国々を包んでいる。 

しかし、あなたの上には主が輝き出で 

主の栄光があなたの上に現れる。」  

 (イザヤ書 60:1，2) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

交読詩編  98:1～6 
司式者：新しい歌を主に向かって歌え。 

会 衆：主は驚くべき御業を成し遂げられた。 

司式者：右の御手、聖なる御腕によって 

会 衆：主は救いの御業を果たされた。 

司式者：主は救いを示し 

会 衆：恵みの御業を諸国の民の目に現し 

司式者：イスラエルの家に対する 

慈しみとまことを御心に留められた。 

会 衆：地の果てまですべての人は 

わたしたちの神の救いの御業を見た。 

司式者：全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。 

会 衆：歓声をあげ、喜び歌い、ほめ歌え。 

司式者：琴に合わせてほめ歌え 

会 衆：琴に合わせ、楽の音に合わせて。 

司式者：ラッパを吹き、角笛を響かせて 

会 衆：王なる主の御前に喜びの叫びをあげよ。 

 

賛美 12 ｰ 1､4「とうとき わが神よ」 

 

 
 

祈祷 

 

献金 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



聖書 ヨハネによる福音書 8: 12～20 
                        新約(新共同訳)P181 
 

12 イエスは再び言われた。「わたしは世の光である。

わたしに従う者は暗闇の中を歩かず、命の光を持

つ。」13 それで、ファリサイ派の人々が言った。「あ

なたは自分について証しをしている。その証しは真実

ではない。」14 イエスは答えて言われた。「たとえわ

たしが自分について証しをするとしても、その証しは

真実である。自分がどこから来たのか、そしてどこへ

行くのか、わたしは知っているからだ。しかし、あな

たたちは、わたしがどこから来てどこへ行くのか、知

らない。15 あなたたちは肉に従って裁くが、わたしは

だれをも裁かない。16 しかし、もしわたしが裁くとす

れば、わたしの裁きは真実である。なぜならわたしは

ひとりではなく、わたしをお遣わしになった父と共に

いるからである。17 あなたたちの律法には、二人が行

う証しは真実であると書いてある。18 わたしは自分に

ついて証しをしており、わたしをお遣わしになった父

もわたしについて証しをしてくださる。」19 彼らが

「あなたの父はどこにいるのか」と言うと、イエスは

お答えになった。「あなたたちは、わたしもわたしの

父も知らない。もし、わたしを知っていたら、わたし

の父をも知るはずだ。」20 イエスは神殿の境内で教え

ておられたとき、宝物殿の近くでこれらのことを話さ

れた。しかし、だれもイエスを捕らえなかった。イエ

スの時がまだ来ていなかったからである。 

 

賛美 491「永遠の光よ」 

 

 

 

説教  「イエスさまの光に導かれ」 
 

賛美 171「かみさまのあいは」 

  
  
  

 派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

 

後奏 「輝け、イエスよ」 

(D.ブラックウェル) 

 

司 式 袁 紅 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 福原 之織 

 
※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


